
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川のほとりのおもしろ荘 
リンドグレーン 作 石井 登志子 訳 岩波書店 ９４９－リ 

おかあさんのおたんじょう日
び

に、マディケンとおもしろ荘
そう

のみんなはお花畑
はなばたけ

へピクニックに

いきました。川
かわ

でおよいだり木登
き の ぼ

りをしたり、おかあさんがリュートをひきながら歌
うた

をうたいま

す。その後
あと

、ごちそうのつまったバスケットをあけようとすると、牛
うし

がかけてきたので、みんな

は木
き

の上
うえ

ににげました。けれども、おなかがすいてきたので、マディケンはいそいで木
き

をおりて

バスケットをとり、木
き

の上
うえ

でおかあさんのおたんじょう日
び

パーティをはじめました。 

(『おかあさんのおたんじょう日』) 

あひるのバーバちゃん 
山脇 百合子 絵 神沢 利子 作 偕成社 Ｅ－ヤ 

 あひるのバーバちゃんが、まちへかいものにでかけました。みちばたで、たくさんポケットを

もったおとこのひとにであい、バーバちゃんはおどろきます。スーパーマーケットにつくと、お

いしいものがいっぱいで、かごはすぐにいっぱいになりました。じょうぶでおおきなかいものぶ

くろをさがしていると、たくさんのポケットがついた、すてきなリュックサックをみつけます。 

さあ、おでかけしよう！ 

いやいやえん 
中川 李枝子 さく 福音館書店 ９１３－ナ 

 赤
あか

い山
やま

、きいろい山
やま

、だいだいいろの山
やま

、くろい山
やま

、ももいろの山
やま

の五
いつ

つがあります。とても

いいおてんきのひ、ちゅーりっぷほいくえんのみんなは、山
やま

のぼりがしたくなりました。せんせ

いは、山
やま

のものをたべるときはなんでも一
ひと

つだけ、くろい山
やま

にはぜったいにのぼってはいけない

というやくそくをまもれば、いってもいいといいました。みんなはぼうしをかぶって、うたをう

たいながら、赤
あか

い山
やま

からのぼりました。（『山
やま

のぼり』） 
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やまのぼり 
さとう わきこ さく・え 福音館書店 Ｅ－サ 

 「いよいよはるだねえ。てんきもいいし、やまのぼりでもするか」とばばばあちゃんが、まど

からとおくをみていいました。それをきいて、こいぬとこねこはだいさんせいします。ところ

が、もりのどうぶつたちがいろいろもってきたので、にもつのやまができました。ばばばあちゃ

んは、もっていけるわけないとあきれましたが「うちじゅうのカーテンをもっておいで」とみん

なにいいます。 

 

 

マウスさん一家とライオン 
ジェームズ・ドーハティ 作 安藤 紀子 訳 ロクリン社 ９３３－ド 

ピクニック日
び

よりの午後
ご ご

です。マウスさん一家
い っ か

は心地
こ こ ち

よい木
こ

かげで、サンドイッチとピクルス

と大
おお

きなスイカをたべ、父
とう

さんのギターにあわせて、たのしくさわぎはじめました。そのあと、

しばらく休
きゅう

けいしていると、末
すえ

っ子
こ

のチェダーが「ねえ、ちょっと！なんかきこえない？」と

いいました。みんながじっとうごかずに耳
みみ

をすますと、大
おお

きな木
き

のうしろから、なんともきみょ

うな音
おと

がきこえてきます。 

たのしい川べ ヒキガエルの冒険 
ケネス・グレーアム 作 石井 桃子 訳 岩波書店 ９３３－グ 

 金持
かねもち

で気
き

まぐれなヒキガエルが、ひとりで設計
せっけい

したジプシーの箱
はこ

馬車
ば し ゃ

で、ネズミとモグラと

旅行
りょこう

に出
で

かけました。３人
にん

が街道
かいどう

をのんびり進
すす

んでいると、ブーンというハチのうなり声
ごえ

のよ

うな音
おと

がきこえてきます。ふりかえると、なにか力強
ちからづよ

い黒
くろ

いものが、もうれつないきおいで突進
とっしん

してきました。そして、かれらの自慢
じ ま ん

の箱
はこ

馬車
ば し ゃ

は、胸
むね

のはりさけるような音
おと

をたて、とりかえし

のつかないこわれものとなりはてます。 

どうぶつえんのピクニック 
アーノルド・ロベル 文・絵 舟崎 克彦 訳 岩波書店 Ｅ－ロ 

 あるひ、どうぶつえんのどうぶつたちが、わるいかぜにかかってしまいました。おいしゃさん

にみてもらうと、うんどうがたりないから、かぜがよくなったら、うみにつれていっておやりな

さいといわれます。そこで、どうぶつたちがげんきになると、しいくがかりのマスターさんは、

おべんとうをこしらえて、ピクニックにでかけました。 

 


